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　みなさんは今ある日 常をどう過ごしていますか？ 
いま にちじょう す

　何気なく過ごしている毎日、当たり前になっている家族や友だちとの時間で
な に げ す まいにち あ まえ か ぞく とも じ か ん

すが、ぼくは数か月後にこの事を深く 考 えさせられることになりました。 
すう げつ ご こと ふか かんが

　それは、ぼくの祖母が病気で亡くなったからです。ぼくが生まれた時には、
そ ぼ びょうき な う とき

すでに祖母は脳 出 血で 体 の半身が不自由になっていました。それでも、 幼 い
そ ぼ のうしゅっけつ からだ はんしん ふ じ ゆ う おさな

ぼくを必死に抱こうとしていたと母から聞きました。 
ひ っ し だ はは き

　そんな祖母も年々体 調が悪くなり、寝たきりになってしまい、祖父がずっと
そ ぼ ねんねんたいちょう わる ね そ ふ

自宅で介護をしていました。ぼくも休みの日には、祖父母の家に遊びに行き、
じ た く か い ご やす ひ そ ふ ぼ いえ あそ い

寝起きを手伝ったり、ご飯を食べさせてあげたりして、いろんな 話 をしました。
ね お て つだ はん た はなし

それを祖母はとても 喜 んでいました。 
そ ぼ よろこ

　しかし、家で体 調が悪くなり、もう自宅では生活できないということで、老人
いえ たいちょう わる じ た く せいかつ ろうじん

ホームに 入 所 しました。ちょうどその頃は、新型コロナウイルス感 染 症が
にゅうしょ ころ しんがた かんせんしょう

流 行し、祖母とは面会させてもらえませんでした。その後、新型コロナウイル
りゅうこう そ ぼ めんかい ご しんがた

ス感 染症が落ち着き、面会ができるようになってもまだ、子どもは建物に入る
かんせんしょう お つ めんかい こ たてもの はい

ことができず、窓越しにしか会うことができませんでした。 
まど ご あ

　だからぼくは大きい画用紙に 
おお が よ う し

「おばあちゃん元気？」 
げ ん き

と書いて窓越しに見せたり、中に入っている母にテレビ電話をしてもらい、祖母
か まど ご み なか はい はは で ん わ そ ぼ

と 話 をしたりしました。 
はなし

でも直 接 話 ができない辛さから、だんだんと会いに行く回数が減ってしま
ちょくせつはなし つら あ い かいすう へ

いました。そうしているうちに、祖母はまた体 調が悪くなり、入 院すること
そ ぼ たいちょう わる にゅういん

になりました。病 院では窓越しにも会うことが出来ず、 全 く面会することが
びょういん まど ご あ で き まった めんかい

できなくなりました。 

　そんなある日の早 朝 、連絡があり 病 院に行くと、医師から 
ひ そうちょう れんらく びょういん い い し
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「もうあと２、３日です。」 
にち

と言われました。でもぼくは、 
い

「今まで何度も大変な時期を乗り越えてきたおばあちゃんだからまだ大丈夫
いま な ん ど たいへん じ き の こ だいじょうぶ

だ。」 

と思っていました。 
おも

　そして病 院から家に帰る途中、またすぐに連絡があり病 院に戻ると、もう
びょういん いえ かえ とちゅう れんらく びょういん もど

最後だからと祖母に会わせてくれました。でも、ぼくが病 院に着いたときには
さ い ご そ ぼ あ びょういん つ

もう意識はありませんでした。 
い し き

そして息を引き取りました。その瞬 間、もっと会いに行けばよかった、もっ
いき ひ と しゅんかん あ い

といろんな 話 をしたかったと後悔し、 涙 があふれました。 
はなし こうかい なみだ

　祖母が亡くなってから気づいたこと、それは何気なく過ごす毎日はとても 幸
そ ぼ な き なに げ す まいにち しあわ

せで、そしていつまでも続くものではないということです。みなさんも自分の
つづ じ ぶ ん

周りにいる人とのつながりを大切にし、感謝の気持ちを忘れずに、毎日を過ご
まわ ひと たいせつ かんしゃ き も わす まいにち す

してほしいと思います。
おも


